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反強磁性磁気秩序と超伝導との共存が兄い出されている希土類三元化合物 DyMo6S8,GdMo6

S8, TbMo6S8等の上部臨界磁場 ガ｡2の温度依存性は,磁気転位点近傍で異常を示す｡これ

らの化合物では,伝導電子 と希土類スピンは,主として電磁的相互作用を通 して結合 してお り,

交換相互作用 (3-f一相互作用 )は,きわめて弱いことが認識されている｡そこで,我々は,

∫- J相互作用を無視 して,超伝導電子 と局在スピンが 電磁相互作用 しているモデルを考え,

混合状態における自由エネルギーを,次のように与えた｡

F-耳 wc｡r｡+Jd3xl豊 玉-i(x'･(a(x'-等 vf,x,)〕87r

･与雲与ro(Rn-Rl)p(Rn)･p(Rl)-kBT吉logZ (RJ (1)

ここで,第 1項 と第 2項は,それぞれ,超伝導電子系の凝集エネルギーと渦糸のnormalcore

エネルギー,第 3項は電磁場と超伝導電流との相互作用によるエネルギーである｡また,最後

の2項は局在スピン系の自由エネルギーを表わす｡磁気誘導bおよび磁気モーメント JL(Rn)

紘,Maxwell方程式と,スピン系に対する分子場理論から求めることができる｡上部臨界磁場

は,自由エネルギー(1)を用いて●_bosommethodの手法により計算 した｡計算結果は次のように

まとめられる｡超伝導状態が壊れるCriticalな渦糸密度 nc は,ほぼ正常なふるまいを示す.し

たがって,HC2の異常な温度変化は, B- ncdと局在スピンの磁化 47T7n(nc)とが compa-

rableな大きさを持っ場合に,磁化が急激な温度変化を示す ところで起る｡ また,磁場中の

Ne占1点で,旦 2カーブ dipが現われることも示 した｡ (Fig･1) 実験結果との一致は,Dy

Mo6S8に対 して,きわめて良い｡ (Fig･2)
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Fig･ 1

nc¢ (a,b,C)とHc2 ( ahbl,C1 )の概念図, A,Fはそれぞれ,反強磁性相および,

常磁性相を表わす｡(a)H⊥容易軸,(b)Hu容易軸.
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Fig･ 2

Dy12Mo6S8の上部臨界磁場｡点は石川 etal.による実験値,実線は計算値｡

-A94-


